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表 7 1992年度平城京等発掘調査一覧 (*は巻末別表に概要掲載)

表 8 1992年度平城京内寺院等発掘調査一覧 (*は巻末別表に概要掲載)

調査次数 調 査 地 区 地区名 面積 調査期間 調査担当者 備 考

230

240

*234-4

*234-5

234-6

*234--7

234-9

234-10

*234-16

*234-17

*234-18

左京三条一坊
十 。十五・十六坪

東紀寺遺跡

平城宮北方

平城宮北方

平城宮北方

平城宮北方

東一坊大路西側溝

左京三条一坊十坪

左京三条一坊七坪

平城宮北方

平城宮東辺

6AF」

6 AER

6 ASB

6 ASB

6 ASA

6 ASA

6AF」

6AF」

6AF」

6 ASA

6 ALE

1,700

1,500

6

36

12

6

100

90

30

32

20

7. 6- 8.31

2.10- 3.30

4.20- 4。 21

6.22- 6.25

6.25- 6.29

7.1

10. 5ハψ10.19

11.18-12. 1

2.25- 3. 1

3. 4- 3. 8

3.15- 3.19

小野 健吉

小池 伸彦

森  公章

玉田 芳英

日杵  勲

佐川 正敏

杉山  洋

山崎 信二

舘野 和己

毛利光俊彦

舘野 和己

駐車場

奈良女子大学附属
中学校

中川安治宅

溝川達也宅

八幡神社

城山良一宅

駐車場

石田瀞宅

フクワエンジエアリング

笠井博之宅

中西清志宅

調査次数 調 査 地 区 地区名 面積 調査期間 調査担当者 備 考

233

237

234-2

234-3

*234-8

234-15

薬師寺境内

頭塔

東大寺境内

法華寺旧境内

薬師寺旧境内

法華寺旧境内

6BYS

6BZT

6BTL

6BFO

6BYS

6BFO

7.1～ 9,4

10.28- 3. 2

4. 2- 4.22

4.15- 4.22

7 .6- 7.10

2.22- 2,23

松本 修自
高瀬 要一
内田 和伸
臼杵  勲

上野 邦一

寺崎 保広

藤田 盟児

伽藍復興

史跡整備

川崎裕久宅

岡島勝彦宅

法華寺下水道
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6 左京三条一坊十・十五・十六坪の調査 第230次

本調査は,奈良市二条大路南二丁目で実施 した,駐車場造成工事にともなう事前

調査である。調査地は平城宮跡のすぐ南に位置し,平城京の条坊復原によると左

京三条一坊十五坪の北半部と同十坪の北半東辺部,同 十六坪の南辺部にあたる。

このため,十五坪の主要部の様相の解明,十五坪と十六坪の間の三条々間北小路及

び十坪と十五坪の間の東一坊々間東小路の位置の確認等を調査目的とし,調査区

はこれらの目的を達成するため,I・ Ⅱ区は十五坪と十六坪にまたがって,Ⅲ 区は

三条々間北小路と東一坊々間東小路の交差点付近に,ま たⅣ区は十五坪の中心部

から東一坊々間東小路を越えて十坪の西辺部にかけての位置に設定 した。調査期

間は,1992年 7月 6日 から8月 31日 である。

1 基本層序

調査地の基本層序は,以下のとおり。

I区 上から耕土・床土・ 暗褐粘土 (整地上)。 灰色砂 (地山)と 重なる。奈良

時代遺構検出面は暗褐粘土上面,標高60,9～ 61.lm。

Ⅱ区 上から耕土・床土・ 暗黄灰土 (整地土)・ 暗灰砂 (地山)と 重なる。同検

図27 第230次 。第234-9,10次調査位置図 1:5000

詠

鰯
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出面は暗黄灰土上面,標高61.2～ 61.4m。

Ⅲ区 上から耕土・床土・灰褐砂質土・黄灰砂 (地山)と 重なる。同検出面は黄

灰砂上面,標高61.3m前 後。

Ⅳ区 上から耕土・床土 。礫混暗灰土・黄褐粘土 (地山)と 重なる。同検出面は

黄褐粘土上面,標高 60。 9～ 61.lm。

2 遺  構

検出した奈良時代の主な遺構は,以下のとおりである。

SA l 十五坪と十六坪の間に設けられた東西方向の築地塀。坪の中軸線 (東一

坊大路心と東一坊坊間東小路心 との中心を通る線)に 当たる位置に門 (SB 8)

が開く。この門の位置決定方法から考えて,こ の築地塀は平城京造営当初か らの

ものとみなすことができる。<I・ Ⅱ・ Ⅲ区>

SD2 a・ bec 築地塀 SAlの 北雨落溝。 2回 の改修がある。 SB 8の 北の部分

では,当初幅 2m強 であったSD2 aを 全体に北に寄せながら約 3mに 拡幅,し が

らみで護岸を行なってSD2 bと し,さ らに後にはSD2 bの 北肩付近で幅約70cm

のSD3 Cを 掘り直している。SD3 Cの 時点では雨落溝としての機能は持ちえな

い。<I・ Ⅱ・ Ⅲ区>

SD3 a・ b 築地塀SA lの南雨落溝。当初約1.5mの 幅であったものを,後 に幅約

70～ 80cmに せばめている。掘立柱南北塀SA 9と の交点ではSD3 aの 施工時から,

柱の根元を水が流れないように幅をせばめている。<I・ Ⅱ・ Ⅲ区>

SE 6 十六坪中央南部 にある,内 法一辺

■8m(6尺 )の 蒸籠組の井戸。横板 は

7段 /(1段 の高 さは24.5～ 26.Ocm)が 現

存する。深 さ約 3m。 長屋王邸跡で検出

の井戸 SE45801ま 一辺が 1.35m,今 回 の井

戸はそれより追かに大 きく京内発見の井

戸では最大である。<Ⅱ 区>

SB 7 SE 6の す ぐ西 にある 7間 四面 の

140        139         138     x-146137

井戸SE6断面図 (Y=-18123地点)
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東西棟掘立柱建物。桁行方向の柱間寸法は身舎 9尺 ,庇 8尺で,総長79尺。梁間方

向の柱間寸法は身舎 9尺 ,庇 8尺で,総長 34尺。<Ⅱ 区>

SB 8 築地塀SA lに 設けられた礎石建ち・ 1間の門。柱間寸法は 8尺 ない し 9

尺。<Ⅱ 区>

SA 9 築地塀 SAlの 南面に取 り付 く南北方向掘立柱塀。柱間寸法 7尺。 <Ⅱ

区>

SA10 十五坪北部の東西方向の掘立柱塀。柱間寸法 8尺。<Ⅱ 区>

SAll 十五坪,十六坪の西端を限る南北方向の築地塀。十五坪か ら十六坪にかけ

て途切れずに続いている。このことは,三条々間北小路がここで行き止まりになっ

ていることを示す。<Ⅲ・Ⅳ区>

SB12 十五坪西北隅の南北棟掘立柱建物。梁間 2間で,桁行は調査区外 となるた

め不明。梁間の柱間寸法は10尺。切合いから,SD3 aょ りも古い。<Ⅲ 区>

SB13a o b/sB17 a・ b sB13 a・ b～ sB17 a・ bは ,十五坪中央西寄りの大型建

物群。SB13 aは 梁間 2間 ,桁行 5間以上の南北棟掘立柱建物。柱間寸法 10尺 。 SB

13aと sB17 aは sB14 a及 びSB15 aの 東西に配され,そ れぞれの南妻をSB14 aの 南

側柱筋とそろえる。SB13 aと sB17 aを 同位置で礎石建ちに建て替えたのがSB13

bと SB17 b。 <Ⅳ 区>

SB14 a・ b sB14 aは 桁行 7間梁間 2間 の東西棟掘立柱建物。柱間寸法は10尺。

SB14 aを 同位置で礎石建ちに建て替えたのがSB14 b。 <Ⅳ区>

SB15 a・ b sB15 aは sB14 aの北側20尺 のところに位置する東西棟掘立柱建物。

桁行 (東西方向)は SB14 aと 同 じく7間 (柱間寸法10尺 ),梁間 (南北方向)は 4

間 (身舎・庇とも柱間寸法10尺 )。 SB15 aを 同位置で礎石建ちに建て替えたのが

SB15 b。 <Ⅳ区>

SB16a o b sB16 a・ bは sB15 a・ bの 北側 12尺 の位置にあったと推定される

掘立柱及び礎石建ちの建物。西側柱筋がSB15 a・ bと そろっており,桁行 は 7間

(柱間寸法10尺 )で あろう。<Ⅳ 区>

SD18～ 21 SB13 b～ SB17 bの 雨落溝と見られる石組溝。この石組溝は,礎石建物
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にともなうものと見 られる。南北溝SD18は SB13 bと SB14 bの 中間に位置 し,東西

溝SD20を越えて南下 し,東西溝SD22に 注 ぐ。南北溝SD19は SB14 bと SB17 bの 中

間に位置するが,SB15 bの 西部ではやや西に曲がる。なお,SB13 a～ 17aの 雨落

溝 も同位置に設けられていたと考えてよいだろう。<Ⅳ 区>

SD22 南北溝SD18か らの水をうける東西溝。<Ⅳ 区>

SD23・ S D24 東西溝SD22か らの水を南に流す 2条の南北溝。<Ⅳ区>

SD25 SD17a・ bの西側の雨落溝。SD20を越えて南に伸びる。<Ⅳ 区>

SA26 SB17の 西にある南北方向の掘立柱塀。柱間寸法8尺。 SD25よ りも新 しい。

<Ⅳ 区>

SB27 十五坪西部。東西方向14尺 ,南北方向21尺 と考え られる 1間 1間 の掘立柱

建物か。周囲に 2本 1組 となった支柱または縁東状の柱をともなう。<Ⅳ 区>
SA28 SB27を 囲む,東西方向 5間南北方向 4間以上の塀囲い。柱間寸法は東西方

向 8尺 ,南北方向 9尺。<Ⅳ区>

SK29 S B27西 側柱筋上に位置する,径 1.8m前後,深 さ 2m以上の土坑。底 に厚

さ50cm以上の木クズ層が堆積する。埋土上に置かれた数個の自然石は性格不明。

<Ⅳ区>

SD30 築地塀SAllの 東雨落溝。幅は 3m前後と広い。<Ⅳ区>
SD31 東一坊々間東小路東側溝。素掘 りで幅1.Om。 <Ⅳ 区>
SD32 a・ b 東一坊々間東小路西側溝。当初およそ1.5m幅 であった (SD32 a)
が,後 に位置を西にずらして幅80cmに せばめている (SD32b)。

SF33 当初の東西両側溝の心心間距離7.05m。 20大尺の計画幅であったことは間

違いない。<Ⅲ・Ⅳ区>

SA34 +坪 の東辺を限る南北方向の築地塀。<Ⅳ 区>

SB35 築地塀SA34に 設けられた掘立柱,1間 の門。柱間は8尺。<Ⅳ 区>
SE36 -辺約 6mの隅丸方形の掘形をもつ井戸跡。枠木はすべて抜 き取 られて

おり,抜取穴の埋土からは木簡 5点が出土。<Ⅳ 区>
SA37 +坪 内,SE36の すぐ西の掘立柱南北塀。柱間13尺。<Ⅳ区>
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検出遺構の時期 後述する軒瓦の状況か ら,瓦葺 き建物が奈良時代前半に建ち,末

期まで葺 き替えを行いなが ら存続す る。 したが ってSB14 bを 瓦葺 き建物 に想定

すれば,こ れに先行するSBB14 aゃ それ と同時期 のSB13 a,sB15 a,sB16 a,sB17

aと いった掘立柱建物群 は,よ り早い時期の ものとなる。また,同様に出土遺物か

ら,SE 6は奈良時代後半の,SE36は奈良時代前半の井戸。個々の新旧関係で は,塀

SA26は石組溝SD25よ り古 く,SB12は SD3 aょ りも古 い。 また,塀 SA10は 塀 SA 9

よりも古い。

3 遺  物

木器 二つの井戸SE6及 びSE36か ら斎串,曲物 などが出土 した。

土器 土器 は中心建物付近には少な く,多 くは築地雨落溝 ,道路側溝 ,井戸か ら出

土 した。 SE36で は,井戸枠抜取穴か ら墨書 1点 (解読不能)を 含む平城 Ⅱの土器

が出土 した。 SE 6で は,掘形か ら8世紀 中～後半 の,井戸枠内埋土か ら平城 V～

長岡期の上器が出土 した。 これ らか ら,SE36は おそ らく奈良時代の半 ば以前 に廃

絶 したもの,ま たSE 6は 奈良時代後半 に掘 られ ,長 岡遷都以後 に廃絶 した もの と

考え られる。 このほか,包含層か ら円面硯片が出土 した。

瓦士専類 天平初年に作 られた軒瓦が最 も多い。 これ らに伴 う特徴的な丸瓦 と平瓦

も多数出土 しているので,付近に瓦葺 きの建物があった可能性がある。瓦 の分布

か らみてその建物は,十五坪のSB14 b,十 六坪 のSB 7と 考え られる。平城還都後

の軒瓦 も出土 しているので,奈良時代後半 に屋根の補修が行なわれた可能性があ

る。井戸SE6の井戸枠内埋土か ら奈良時代末期 の軒丸瓦が出土 している。 また ,

奈良時代前半の鬼瓦の破片が出土 した。 このほか,溝 や住抜取穴か ら埠の出上 が

目立 った。

木簡 井戸SE36か ら 5点 ,井戸SE 6か ら 1点 出土。 このうち判読できるのはSE36

か らの 2点 (下記)で ある。

1 表 :コ枝宅車二両

裏 :□ (八 または六か)年六月廿一 日□□ (赤染か)□

2 蓮子萱斗
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表 9 第230次調査出土瓦集計表

軒  丸  瓦 軒  平  瓦 道  具  瓦

型式  種 点 数 型式  種 点 数 種 類 点 数
Ａａ

Ｂ

？

Ａ

？

6174    A

6282     H

?

6296   B

631l  Aa
その他 。不明

1

3

1

8

1

2

2

2

1

3

10

6572     D

6641     ?

6664     D

6667    A

6671    K

6679     A

6688    Ab

6721   E

Fa
I

9

そ の 他

鬼 瓦
その他

2

1

文  字  瓦
点 数 |   ―

ユ専

量

数

重

点

243.52kg

288

丸 瓦

量

数

重

点

522.32kg

4,033

平 瓦

重 量 1,322.86kg

軒丸瓦計 軒平瓦計 点 数 12,599

4 ま と め

(1)十五・ 十六坪の利用形態と性格

十五・ 十六坪の間には三条々間北小路が存在 しない。 このことは,奈良時代を

つうじて十五・十六坪が一体として利用されていたことを示 している。 (ち なみ

に,十五・ 十六坪から東一坊大路をへだてた東隣の左京三坊二条―・ 三・ 七・ 八

坪の長屋王邸も,奈良時代当初の長屋王邸の時代には四坪が一体 として利用され

ていたが,そ の後,各坪を区切る坪境小路<三条々間北小路と東二坊々間西小路>

が設けられている。)た だし,十五坪北辺の築地塀SA lの存在からうかがえるよ

うに,南北 2つ の区画に分けて利用されていたと見られる。

十五坪の中心部では,3棟 の大型東西棟建物 (SB14・ SB15。 SB16)の 両側に南

北棟建物,SB13・ SB17を対称に置くという,従来発掘された京内の宅地あるいは

宮内でも例を見ない配置が奈良時代をつうじて続いている。また十六坪では,7

間四面というきわめて格式の高い建物が建てられ,京 内最大の立派な丼戸が設け

られている。さらに,遺物では宮内の太政官推定地と同一形式の軒瓦が全軒瓦の

1/4を 占めるほか,埠 の多さが目立つ。

こうした遺構・遺物のありようからして,十五・ 十六坪は,個人の宅地というよ
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りも公的施設,お そらくは官衡と考えるのが妥当であろう。左京三条一坊七坪の

調査 (第 231次 )で も公的施設と見られる遺構が確認されているほか,長屋王邸の

あった左京三条二坊―・二・七・八坪も奈良時代末には太政官厨家であった可能

性が高い。こうした周辺地の調査成果と考え合わせてみると,平城宮南辺に接す

る地域一帯は,官衛的色彩の強い場所であったとみなすことができる。ところで,

平安宮では一部の官衛が宮外に拡大 しているが,こ れは各官衛 (曹司)が発達 し

て宮内におさまらず宮域の外に拡がったと従来は解釈されてきた。 しかし,上述

のように 8世紀初頭の平城宮造営当初において既にそうした状況がみられること

から,従来の解釈は見直しが必要となろう。

(2)条坊復原

今回の調査で検出した条坊遺構は東一坊坊間東小路及び両側溝である。この小

路は左京六条一坊十・十五坪間でも両側溝が検出されており,そ れぞれの路心を

結んだ直線は,国上方眼方位に対する振れが NO° 14′ 44〃 W,方程式であらわす

表10 関連条坊座標一覧表

点 条坊道路 種別 X座標 Y座標 文献 座標の典拠
Ｉ

一
コ

二条大路 北側溝心

南側溝心

‐146005,00

-146043.25

-17802.00

-17802.00

1

1

第198次A実測図
第193次 B実測図

Ⅲ
一
Ⅳ

東一坊坊間東小路 西側溝心

東側溝心

‐146215.00

‐146215,00

-18189。40

-18182.35

一
　

一

本調査実測図

本調査実測図

Ｖ

一
Ⅵ

東一坊坊間東小路 西側溝心

東側溝心

‐147795,00

‐147795,00

-18182.35

-18175。 88

２

　

２

市第139次実測図

市第139次実測図

VII 東一坊大路 西側溝心 …146123.00 -18064,38 第234-9次実測図

文献
1 本中 真「道路と敷地」 (奈良国立文化財研究所編 F平城京長屋王邸宅と木簡』
吉川弘文館)1991年
2 鐘方正樹「平城京左京六条一坊十 。十五坪坪境小路の調査 第 139次」 (奈良市
教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 昭和62年度』)1988年
3 小澤 毅「東院南方遺跡の調査 第223‐9次」 (奈良国立文化財研究所『1991年
度 平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』)1992年

点 条坊道路 種別 X座標 Y座標 文献 座標の典拠

イ 二条大路 条坊計画線 ‐146019,35 -18586.20 3 朱雀門心から算出

ロ 二条大路 条坊計画線 ‐146017.75 -17802.00 3 IとⅡの1:2内分点

東一坊坊間東小路 路心 ‐146215,00 -18185。 88 HIとⅣ の中点

東一坊坊間東小路 路心 -147795,00 -18179。 11 ９

“ Vと VIの 中点
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とX=― tan89° 45′ 16〃 20Y-4390482.

415で ある。 この直線 と二条大路条坊

計画線 (方程式 X=tanO° 7′ 0″ 84Y―

145981.429… 表 10イ ,口 か ら算 出)と

の交差点 Aの 座標値 はX=-146018.5

35,Y=-18186.722と なる。点 イ (朱

表11 左京三条一坊十五・十六坪四周の座標値

点 X座標 Y座標 図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

146018.535

146151,734

146284.933

146018.263

146151.462

146284.661

-18186。 722

-18186。 151

-18185.580

-18053.522

-18052.951

-18052.380

雀大路心と二条大路条坊計画線 との交点)と 点 Aと の距離は399.48mと なり,こ

れは 1大尺0.3552mと して1124.7大尺。間違いなく1125大尺 (375大尺×3)の 計画

であり,小路も計画線上に路心をあてていることを示 している。なお,表 11は ,A

を基準とし南北方向の振れをNO° 14′ 44〃 W,東西方向の振れを EO° 7′ 1″ S,隣接す

る条坊道路間の距離を133.2m(o.3552m/大 尺×375大 尺)と して求めた,十五・

十六坪の周囲を巡る条坊計画線 (二条大路以外は路心)の 交点の座標値である。

(小野健吉 )

図30 第Ⅳ区全景 (東から)
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東紀寺遺跡の調査   第240次調査

1 1ま じめに

この調査 は,体育館建設 にともなう事前調査である。調査期間 は1998年 2月 10日

か ら3月 30日 である。当該地 は平城京外にあ り,紀寺推定地 の東方約 100mに 位置

する。建設計画では,建設予定地に建 っていた講堂を撤去 し,よ り面積の広い体育

館を建てることとなっていた。そこで東西約50m,南 北約30mの 調査区を設定 し,

ほぼ建築面積全体に匹敵する1500∬余 りを調査 した。調査区内は講堂建設 の際の

造成 とそれ以前の耕作により大 きく削平を受け,さ らに講堂基礎や建築廃材 を投

棄 した土坑などによる攪乱が著 しい。また調査区北辺部で は,汚・ 雨水管 の埋設

による攪乱が現地表下 1.3m前後,な いしさらに深 くにまで達 している。

調査区の上層 は,上か ら造成上 (厚 さ1.8～ 0.8m),耕土層 (同 20～ 30cm),橙黄褐

色砂質土層 (同 50cm)が堆積 し,以下礫層 と粘土・ シル ト層の互層が続 く。橙黄

褐色砂質土層以下での遺物の出土は確認できなかった。耕土層の堆積は調査区西

半部に限 られる。遺構 は橙黄褐色砂質土層上面で検出 した。
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■
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図31 第240次調査位置図 115000

―- 67 -―



Y-14650

|

Y-14640

|

|

図32 第240次調査遺構図 1:300
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2 遺  構

遺構の残 りは非常に悪 く,残存部分は調査区中央部に限 られている。主な遺構

には,古墳 3基 (SX01～ 03),土坑 1基 (SK04),井戸 1基 (SE05),柱 穴などがある。

これらの遺構 も,上半部はかなりの削平を受けている。柱穴は明確に建物 として

まとまるものは確認できなかった。

SX01～ 03 古墳は削平・攪乱により寸断されており,全形を窺 うことのできるも

Y-14,653
|

X-147,490

Y-14,650
|

青灰色シル ト層

0          1m

青灰色ンル ト層

図33 井戸SE05平・断面図 1:40

十~ノヴ
阻唖

橙黄褐色砂質土層
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のはない。周濠底部が僅かに残 るのみであり,そ の深さは20cm前後,幅 は15～ 2m

である。 SX01は 内法で一辺 12m前 後 の方墳 にな ろ うか。 いずれ も周濠内には黒

褐色の粘質土混 じり砂質土ないし粘質上が堆積 しており,堆積土の色調,土質は共

通 していた。 SX01の 堆積土中か ら埴輪小片 ,土 師器高杯が出土 した。埴輪 ,土 師

器は風化が著 しく,詳 しい時期は不詳。

SK04 SX03の 北東部で検出 した。直径 1.2m,深 さ30cmの 円形を呈す る。 9世 紀前

半の須恵器 ,土師器などが出土 した。

SE05 井戸枠 は上半部が方形縦板組横桟留 め,下半部が六角形縦板組 ,底部 に円

形曲物を据え付 けている。井戸枠上半部 は一辺が約90cm,高 さlm以 上 ,六 角形 の

枠は一辺が20～ 40cm,高 さ約 lm,曲物 は直径が 40～ 50cm,高 さ20cm。 現状での深

さは約2.2mで ぁる。井戸掘形 は階段掘 りで,検出面では直径3mの 円形 ,検 出面か

ら50cm下 で段がつき一辺 1.5m程 度 の隅丸方形 に狭 まり,さ らに17m下で段がつ

き直径lm内 外の円形坑 となる。井戸枠内の埋土 には9世 紀前半 の須恵器 ,土 師器

等が含まれてお り,そ のころに丼戸が廃絶 したと考えられる。 また,井戸掘形西辺

部の埋土か ら土馬の胴部が出上 したが,今回の出土状況か らは井戸枠設置時の祭

祀 に伴 うものとは断定できない。

3 遺  物

今回の調査では,調査区内の削平が著 しく,古代～中世 。近世の遺物包含層 は皆

無であり,ま た遺構 も少ないため,遺物の出土量 は非常 に少 ない。主 な遺物 には ,

古墳時代の埴輪・ 土師器高杯,9世紀前半の上師器皿 。須恵器壷 (平城宮編年第Ⅶ

期 ),緑釉陶器などがある。大和型の土馬胴部片が井戸掘形および土坑 S K04か ら

各 1点ずつ出土 したが,時期はいずれも9世紀 までは下 らない。 この他,縄文中期土

器小片1点 (攪乱土出土 ),軒平瓦 1点 (6732F),平瓦数点 ,銅銭 (銭文不明)な ど

が出土 した。

なお,こ の調査については別途報告書を刊行す る予定であり,詳細 はそれによら

れたい。 (小池伸彦 )
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8 平城宮北方の調査   第234-6次

奈良市山陵町の八幡神社境内の建物改築 に伴 い,1992年 6月 25日 か ら 6月 29日

まで発掘調査を実施 した。調査地 は,佐紀盾列古墳群の日葉酢媛陵古墳の南。神

社の本殿は古墳の周濠外堤斜面に建て られ,改築部分は本殿の南側,外堤斜面を下

りた平坦面にある。改築部分 に12rの トレンチを設定 し,調査を行 った。

調査地の層序 は上か ら黄褐粘質土 (盛土・ 厚約40cm),明黄色粘土 (厚約10cm),

礫混 り黄色粘土 (地山)で ある。掘 り

下げは地山上面 まで行なった。遺構 は

調査区南壁にかかる形で浅い皿状土坑

1基を検出 したにとどまる。 しか し,

主 として調査区東半部か ら埴輪片が多

量に出土 した。すべての破片が層中に

無秩序に堆積 し,関連す る遺構 は検出

できなかった。神社建造時の外堤破壊

の際に出土 した埴輪片を盛土中に混入

し,埋 めたものであろう。

出土 した埴輪 は,現在接合・ 復原作

業中であるが,盾形埴輪 1個体以上 ,朝

顔形埴輪数個体が存在することが判明 図34 第234-6次調査位置図 1:5000

している。盾形埴輪 は盾面が目字形に分割される文様構成をとる。区画の厚みに

差は無 く,平板な盾面 に沈線で区画を設ける。外周区画 には平行沈線文が放射状

に配 され,内側の区画は無文である。朝顔形円筒埴輪は 1個体 が復原実測可能で

あった。現存長 69.8cm,日 縁部復原径 70cm。 底部を欠 く。 日縁 よ り 5段 目に方形

透孔,6段 目に楕円形透孔が各 2個ずつ配 されている。朝顔部分の器面調整 は,外

面がナナメハケ,内面 は断続的なヨコハケ (A種 ヨコハケ)で 口縁付近 はその後

ヨヨナデを施す。円筒部の器面調整は,1次調整がナナメハケ,2次調整が継続的
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なヨコハケ (B種 ヨコハケ)で ある。焼成は良好で,淡黄褐色を呈する。黒斑が

見られず,窯 による焼成の可能性がある。

日葉酢媛陵古墳は副葬品の一部が知 られ,埴輪編年において も標識遺跡の一つ

となっている。今回の出土埴輪では,盾形埴輪は装飾が簡略化されているものの,

紋様構成はこれまで知 られている例と共通 し,時期的にも大差ないと考えられる。

しかし,朝顔形円筒埴輪には,B種 ヨコハケの存在,黒斑が無い点など従来の編年

観ではより後出的な要素が見 られる。今後の検討を要 しよう。 (臼杵 勲 )

図35 八幡神社境内出土朝顔円筒埴輪 1:8

―- 72 -一



東一坊大路西側溝の調査  第234-9次調査

駐車場造成にともなう調査。当該地 は東一坊大路西側溝の推定地であ り,同 側

溝の検出を目的に,5m× 20mの東西 トレンチを設定 した。

調査地全面に厚さ約 lmの盛土があり,そ の下 に耕作土・ 床土があ り,木土直下

で灰褐色粗砂の遺構検出面 となる。検出 した主な遺構は,南北溝3条である。

S D3935 東一坊大路西側溝。検出面で幅 6m,底 で 4m,深 さ1.6mの 断面逆台形

の溝で,西岸に40-50cm大 の河原石による護岸を持つ。護岸 は溝肩中位か ら底 にか

けて,本来 3な いし4段の石積みがあった ものと思われる。ほとんど崩落す るが ,

最上段の5個 のみが原位置を保 っている。埋土 は上か ら暗灰褐色砂質土層・ 暗灰

色粘質土層 。暗褐色粘質土層 。暗灰色バ ラス土層の 4層 に大 きく分かれる。出土

遺物では,木簡8点 (内 削 りくず3点)を はじめ,金製飾金具断片,和 同開弥 6点 ,神

功開宝 1点 ,帯金具 4点 ,海老錠 1点・ 鉄釘 2点など,金 属器 にみるべ き遺物が多

い。 また護岸石列の南端で,壽木 と思われる木製品がまとまって出土 している。

SD01 幅約40cmの 素掘溝で,左京三条一坊十六坪の東を限る閉塞施設の東側溝 の

可能性がある。また,SD02は 中世の瓦器や火鉢を含む溝。

今回の調査によって,東一坊大路西側溝 に,部分的にではあるが護岸の施 されて

いたことが明 らかになった。出土遺物では,上流で行われた平城宮第32次 調査 と

似た様相を示す。最下層か らも奈良時代後半の土器が出土 していることか ら,奈

良時代をつうじて溝 としての機能を保 っていたものと考えられる。 (杉 山 洋 )

――-146120

|

Y-18070
|

Y18060

図36 第234-9次調査遺構図 1:200

―- 73 -一



10 左京三条一坊十坪の調査  第234-10次

本発掘は駐車場造成に先立つ事前の発掘調査で,調査面積は90∬ である。位置

は,平城京左京三条一坊十坪の西南部。

発掘区東半で蛇行する流路SD01を 検出した。SD01は ,幅 4～ 6m,深 さ 2mで ,

西北から東南方向へ流れる。堆積土は,流水時に徐々に堆積 した下層 (灰色砂質

土)と 人為的に埋めた上層 (灰褐粘質土)と に分かれる。下層からは内面に放射

暗文とラセン暗文をつける土師器杯 Aが 出土 しており,平城 Ⅱから平城Ⅲの古い

段階まで流路として使用されていたようである。上層からは土師器椀 Aが 出土 し

ており,平城Ⅲの中段階以降のある時点で流路は埋め立てられている。さらに,流

路SD01に 重複 した位置で井戸SE02を検出した。井戸掘形は95cmの 方形。内側の

井戸枠には四隅に径 7cmの 角柱を据えて横板を一辺に一枚はめ込み,横板の外側

に 8枚前後の薄い縦板を立て並べている。井戸底から須恵器横瓶,広 口壺 と籠状

の編物及び「西嶋」「西」などと書かれた木簡 7点 が出土 した。 SE02は 遺物か

らは細かい年代を限定できないが,SD01下層の堆積のある時点で作 られ,SD01上

層の埋めたてと同時に埋められたものと考えられる。

位置的には平安京の神泉苑に相当する本遺跡で,奈良時代の蛇行流路を検出し,

池の存在を示唆する「西嶋」の木簡が出上 したことは注目に値する。 (山崎信二)
Y-18283                                  Y-18273
1                                     1

X
-146244

X
-146248

0                    〔

図37 第234-10次調査遺構図 1:125

―- 74 -―



11 薬師寺講堂・北面回廊の調査 第233次

伽藍復興のための事前調査 として行 っている,薬師寺境内の一連の発掘調査で,

今年度の調査区は,1990年 度の講堂東端及び北面回廊の調査区と,伽藍中軸線 をは

さんで東西対称の位置にあたる。調査区は現講堂の基壇の一部に及び,面積 は700

m2で ぁる。 7月 1日 に開始 し,9月 4日 に終了 した。 なお,回廊基壇断面 に観察

された噴砂の所見について,通産省工業技術院地質調査所主任研究官の寒川旭氏

より寄稿を頂いてお り,あ わせて掲載 した。

l 遺  構

a。 講堂  当初の基壇土である精良な橙色粘質上が全面に残存 し,北面には化粧

の凝灰岩切石,南西面 には雨落溝の一部を遺存 している。基壇上面 は削平 を受 け

ているが,礎石跡 は堀形ないし抜取穴を十三箇所で検出 し得た。掘形 は一辺 1.4～

1.8mの 方形で,抜取穴 は不整形だが,根石を留めるものがある。 これ らか ら復原

される当初の講堂の柱間寸法は,身舎桁行4.5m(15尺 ),梁行5.lm(17尺 ),廂 の出

3.Om(10尺)と ,1990年 度調査の知見 と一致する。 ただ し今次 の調査では裳階の

痕跡 は全 く見出されなかった。

北側に残 る凝灰岩地覆石の幅 は25～ 35cmで ,長 さも60～ 140cmと 一定 しない。

いずれも外側は風化が進んでいる。地覆石 は現状の外端か ら約 6 cmほ どの所で

一段 くり込みを入れて内側を1.5cm低 くし,羽 目石 との仕口としている。羽目石 は

全 く残 されていない。基壇の周囲は一帯が瓦片を含んだ整地層 となっているが ,

この部分では断割調査 は行 ってお らず,築成の状況や回廊 との取 り付 き状況 の解

明等については講堂全体の調査にゆだねたい。

基壇西南部では雨落溝の側石である二条の玉石列ないしはその抜取跡が断続的

に残 る。雨落溝の内法幅は35～ 40cmほ どに復原される。

b.回廊  北面回廊は講堂基壇の西端か ら西へ32mに 亘 って,こ れまでの知見 と

同様,単廊・ 複廊の二時期の礎石据付穴を重複 して検出 した。基壇土 は地山の上

に一層積むのみで,基壇の高さに応 じて東端が最 も厚 く,発掘区西端では削平 もあっ
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てほとんど残 らない。

単廊 単廊 は桁行・ 梁間共に37m(12.5尺 )に 復原 され ,講堂取付部 を含 めて 8

間分を確認 した。最 も残 りのよい東端部,特 にとりつきか ら 2間 目周辺では,上面

の化粧ない しその下地 と思われるしっくいの層が残存 してお り,ま た とりつ きを

含め東か ら 5間 目までの,北 すなわち外側の柱筋上 に,瓦片 を並べた,連子窓腰壁

の壁持地覆を検出 したことが特記 される。 これは単廊についての,こ れまでの調

査を通 じて初めての知見であり,単廊がある程度建ち上 が っていた可能性を明 ら

かにしたといえよう。また,単廊の南北両側 は,複廊への改修時に付加 された基壇

上が一層覆 うが,そ の北側下層で,当 初の単廊基壇を整形 した端部を確認 しており,

柱筋か らの出は13mで ぁる。従 ってこれにさ らに化粧 の側石が加 わヽ ると想定す

れば,単廊の基壇の出は 5尺 ,基壇の総幅は22.5尺 の計画であったと推定できる。

複廊 礎石据付穴及びそのほとんどの抜取穴を回廊取付 を含 め 7間 ,さ らに発掘

区を拡張 して南側柱のみもう 1間 ,計 8間分検出 した。拡張部分で南側 の化粧石

はなお入隅に達せず,西面回廊までは少 な くとももう 1間以上 あることとなる。

基壇北面の地覆石 は風化を受けて上外角を失いなが らもほぼ完存 してお り,最東

部では羽 目石の残欠 も残 されていた。地覆石の幅は24～ 38cm,高 さは約 24cmで 一

定である。一方,羽 目石 は厚 さ約 15cm,高 さについては,北側へ転落 した一枚が全

高を留めており,38cmと いう値を得た。 これは基壇高を復原するに際 しての有効

な根拠 となる。

これに対 して,南面の化粧石 は羽目石状の板石であるが,足元で幅を広めており,

地覆石 と羽 目石を一体 とした形式 というべ く,北面 とははっきりと様相 を異 に し

ていて,回廊内外の意匠のちがいを示 している。

柱間寸法は,今回の調査では桁行4,05m(13,7尺 ),梁行 2.95m(lo尺 )と いう計

測値を得た。基壇幅は96m(32尺 )で あり,基壇の出が 6尺 に復原 され ることを

合わせて,梁行 は明 らかに尺の完数 となるが,桁行についてはなお検討を必要 とす

る。 このことについては,後 にあらためて述べる。

北雨落溝 地覆石外側に玉石を並べ,約 40cmの 間隔を置いて もう一列 の玉石列 が
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ある。この間が雨落溝となるが,底石はない。雨落溝の心は地覆石外面より60cm

(2尺 ),従 って複廊の軒の出は 8尺に復原される。

下層溝 発掘区東寄 りに南北に設定 した断面観察用の畔際を掘 り下げた所 ,ち ょ
うどその トレンチにほぼ一致する位置に,基壇下層の南北溝を検出した。幅は40

cm,残存深さは約 10cmで ある。方向は回廊の梁行より北でやや西へ振れ,埋土に

は遺物を一切含まない。粘土でていねいに埋め戻されており,回廊基壇造成に先

立つ仮設の排水溝ないしは地割りの溝と考えられる。

その他の遺構 回廊東端部の基壇上部で,径 50～ 60cmの 径 6個の柱穴を検出した。
柱筋が東西 。南北に通っており,東西 2間 (柱間2.4m),南北 1間 (柱間4.3m)の

平面を考えることができる。北中央の柱穴中には上面の平坦な自然石が残 り,中

近世の建物ないしその一部と推定される。

2 遺  物

土器類はわずかで,ほ とんどが瓦で占められる。内訳は表 12の ようであり,境 内

他地区と同様奈良時代の軒丸瓦では6276形 式,軒平瓦では6841G形 式が卓越 して

いる。また軒丸瓦では天禄火災後のものと考えられる39形式が特に多 くを占める

のが注目されよう。この他に中・近世の瓦の量も多い。

610些 復原基壇及び桂位置
エ

礎石掘形
! _基壇土

600-雨
落溝          地山_十~!

_と___             | 墳砂検出部分 (図 40)X-147990                x_14'995

図39 回廊基壇断面図及び複廊復原図 1:100

|

X―-148000
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3ま と め

本調査の新知見と問題点を再録 して,ま とめとする。

a.北面回廊の規模  2次 に亘った北面回廊の調査では,いずれも隅の検出には至っ

ておらず,そ の東西規模は確定 していない。1990年度の調査では,講堂には『縁起』

に記すごとく裳階があったと考え,そ の出を6.25尺 とし,講堂の桁行総長を137.5尺

(裳階を除き125尺 )と 復原 しているが,今回の成果 も基本的にはこれに矛盾 しな

い。今回検出した単廊東端の推定柱位置から講堂側柱までの距離5.6mを ,18.75尺

と考えると,裳階への取付の柱間は12.5尺 となって柱間と等 しく,さ らに単廊の距

離を,隅 の間を含めてこれまでの推定通 り片側各11間 とすると,総長412.5尺 ,す な

わち東西回廊の心々で400尺 という完数を得る。そもそも講堂の桁行総長 137.5尺

という数値自体が,12.5尺の11倍 に他ならず,単廊の東西規模400尺 と,そ れを32等

分した12.5尺 というひとつの基準寸法が,講堂の規模設定 とも密接な関係を持 っ

ていたことが明らかであろう。

これに対 して複廊の柱間寸法については,梁行の10尺 は動かず,梁行は東半での

推定 (13.5尺 )と は異なって13.7尺が妥当と考えられた。また,東半では複廊西端,

すなわち講堂への取付の柱の礎石跡を未検出であったが,今回取付部分の寸法が

講堂側柱まで5,4mで ぁり,単廊よりやや短いことを確認 した。 これを仮に18尺 と

考え、複廊の規模を隅の間を含めずに片側 8間 と仮定すると,東西規模は心々で

400.5尺 となって,ほ ぼ単廊と等 しい値となるのが注目されよう。むしろ講堂への

取付寸法の考えかた次第では,複廊の東西規模も単廊を踏襲 していると復原され

得る。

b.単廊造立と移築の可能性 すでに述べた通り,講堂に近い部分で単廊地覆の瓦

列をはじめて検出し,こ れまでの「単廊の礎石を据えた程度の段階での複廊への

計画変更」と言う推定の段階から,単廊自体がある程度建ち上がっていた可能性 ,

さらには本薬師寺からの回廊の移築の可能性をも検討する必要が生ずるに至った

といえよう。 しかし本栗師寺の回廊の調査は未着手であって,こ の点の解明は今

後の重要な課題である。
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4 薬師寺の発掘調査で検出された地震の液状化跡

近年,地震の痕跡が各地の遺跡発掘現場で検 出され るよ うにな った。 1)地震 の

痕跡の中で最 もよ く検出されるのが液状化現象の跡である。 この現象 は気象庁の

震度階Ⅵ (特 に液状化 し易い条件下ではのV上位)以上で顕者 に見 られる。液状

化現象は,地下 にゆる詰 まりの砂 (礫 )層 などが存在 し,地下水で満たされた状態

で激 しい地震動を受 け発生する。 まず,震動によって,砂 (礫 )の 粒子 はお互いの

支えがはずれて移動する。 この際,粒子間のすき間を小 さ くして より安定す る方

向へと動 く。一方,す き間を満た している地下水の側では,急 に圧迫 されるので水

圧が急上昇する。やがて,水圧の上昇 した地下水が逆に砂粒 や周囲か らの上圧を

支えるようになり地層が液体の性質を もち,液状化の状態になる。 さらに,上位の

地層を引き裂 きなが ら,水・ 砂が地表 に流出することになる (噴砂現象 )。

今回の薬師寺跡の発掘調査において も,過去に激 しい地震動 が存在 した ことを

示す液状化現象の痕跡が検出された。 これは,図 40の よ うに,現地表面下 140cm以

深にある砂層の上端が液状化 して,噴砂が発生 したものであ る。 砂層か ら上昇す

る噴砂の通 り道 (砂脈)は 下部では最大幅9cmで ,上 に行 くにつれて分岐 し,幅 1

～1.5cmの複数の細長 い砂脈 になる。薬師寺回廊の創建基壇 を引 き裂 いているこ

表12 第233次調査出土瓦集計表
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とか ら,8世紀以降に発生 した地震の痕跡 と考え られる。2)

図41は 液状化 した砂層の粒度組成 を舗分 け法 によって分析 した もので,径 0.25

mm(中 粒砂)～ 径lmm(粗粒砂)の 粒子が卓越 している。 また,こ の曲線 か ら

図学的に求めた砂の平径粒径 は0,47mm(中粒砂 ),分級度 は0.99(普 通 )と な り,

粒度組成か ら考えて,き わめて液状化 し易い砂層 と考え られる。

薬師寺には過去の地震によって被害を うけた記録がある。まず ,『大乗院寺社雑

事記』には「明応三年五月七 日 (1494年 6月 19日 ),午刻大地震,以外事也 ,東大寺 ,

興福寺,薬 師寺,法花寺,西大寺 ,矢田庄在 々所 々,破損損亡 ,珍事 ,大略及転倒 了」

とある。3)こ れは,奈良県北西部に震源をもつマグニチュー ド6.0程度 の内陸直下

型地震によるもので,被害 もさほど大 きくはない。また『中右記』 には「十一月

二十四日 (1096年 12月 17日 ),辰時許地大震 (中略)後聞,地震の間 ,近江国勢 多橋

破了,纏東西片返残也,東大寺鐘落地者 ,薬師寺廻廊顛倒 ,東寺塔九輪落 ,法成寺東

西塔立成金物落損,法勝寺御佛等光多損 ,凡所々塔多損云々」 とある。3)こ れ は ,

日本列島の南の海底にのびるプレー ト境界 (南海 トラフ)で 発生 した巨大 地震

(永長東海地震)に よるものでMは 8.0～ 8.5の 間に推定 されている。

図42の ように,南海 トラフの東半部で東海地震 ,西半部で南海地震が概 ね 100～

150年 の周期で,ほ ぼ同時又 は二年以内に発生 している。1)

当遺跡において認められた液状化跡 は,奈良盆地でははじめて検出された もの

0.1

図41

粒径    l mm
液状化層の粒度組成図40 液状化跡の断面図 1110
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である。 しか し,規模 は小さく,震度 Vの 上

位程度の地震動で も生ず る可能性があ る。

時代 は8世紀以降に限定されてお り,奈良盆

地周辺の内陸地震 ,又 は,く り返 し発生 して

いる東海,南 海地震 のいずれかによる もの

と考え られる。今後,周 辺地域 の遺跡 にお

いて も,地震 の痕跡が検出され る可能性が

あり,発掘調査の際留意 して頂けるよう願 っ

て い る。 (寒川 旭 )

注

1)寒川旭(1992)『地震考古学一遺跡が語る地震の歴

史―』中公新書,251Pな ど。

2)奈良国立文化財研究所の金子裕之氏に地層の年代

について御教示頂いた。

3)文部省震災予防評議会編(1941)『増訂 大日本地

震史料・第一巻』鳴鳳社,945Pに 収録。宇佐美龍夫

(1987)『新編日本被害地震総覧』東京大学出版会 ,

434Pに も紹介されている。

A      B  c      D   E

南海地震     東海地震

1 宮ノ前遺跡 2 黒谷川宮ノ前遺跡
3 神宅遺跡 4 古城遺跡 5 黒谷
川古城遺跡 6 アゾノ遺跡 7 尾張
国府跡 8 石津太神社遺跡 9 川辺
遺跡 10 坂尻遺跡 11 川合遺跡 12
鶴松遺跡 13 下内膳遺跡
(●は遺跡で地震跡で地震跡が見つかったもの)

図42 南海地震と東海地震の発生時期
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12 頭塔 の調査

1 1ま じめに

第237次

奈良県教育委員会が行なう頭塔の復原整

備に伴 う調査である。県の委託を受けた奈

文研 は1987年 の第181次調査 (頭塔の北東部),

1989年 の第199次調査 (頭塔の北西部 ),1990

年の第232次 調査 (東面中央 トレンチ)を 行

ない,頭塔の規模 ,構造 ,変遷等 を明 らかに

した。

今年度 は昨年設定 した東面中央 トレンチ

をさらに掘 り下げ (A調査区),積土内部 の

築成手法等を明 らかにするとともに土層断

面のはぎ取 りを行ない,断面の記録保存 と将来の活用 に備え る調査を行 なった。

また,今年度 は県が策定 した復原整備基本計画に基づき,東面北半部の基壇及び塔

本体の石積を修理,復原することになり,こ れに伴い石積の解体工事を行な った。

最下段の積石は基本的に解体 しない方針であったが,樹 木の根 に押 され るなど し

て傾いている部分が 2ケ 所あり,こ この石を一旦取 り外 し据え直す こととなった。

その際,こ の部分に トレンチを設定 し (B・ C調査区)内 部 の状況を調査 した。

調査の目的は第一段石積の下にもぐり込んでいる礫層および石敷 の拡が り,現存

する石積 との関係などを明 らかにすることである。

2 遺  構

下層石積 A調 査区では現存する石積内部で もう一つ別の階段状の石積及び仏籠

状の石積を検出 した。 ここでは以前か ら確認 している七段の塔本体石積を上層石

積,今回発見 した積土内部の石積を下層石積 と呼ぶ。下層石積 の平面位置 は上層

第二段石積か ら第四段石積の間で上層第一段石積前面か ら約 1.7mの ところであ

る。下層石積は基底部が 2段 の階段状を呈 しており,そ の上 に径30～ 50cmの 石を

詩締解撃煙葦釧釣笥鞘 畔
図43 第237次調査位置図 1:5000
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図44 頭塔北東部遺構図 (朱線は第237次) 1:150

5～ 6段に積む。残存する石積の高さは約 1.8mで ぁる。下層石積の上半部は ト

レンチ北壁から約30cm南のところで西へ折れ,約 1.7m延 びて再び南に折れる。一

方,下層石積の下半部はまっすぐ南に続 く。つまり,石積上半部が「コ」字形に入 り

込んだ形を想わせる。入り込み部の上面にはほぼ全面にわたって石が敷かれてお
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図45 A調査区北壁土層図 1:40
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り,石敷の高 さは約 1.lmで ある。 さらに,こ の入 り込 み部 の奥壁石の前面 には石

敷を約30cm埋 めた上に板状の石が敷かれた時期がある。さて,こ の入 り込み部が

仏寵をな し,か つ,上層 と下層の東西中軸線が一致 していたと仮定するとこの仏寵

は幅約 1.6m,奥 行 き1.7mと なる。なお,奥壁裏込部 には下層石積 に伴 う版築層が

標高約 113mま で残 る。残存する奥壁石の上に上層石積東面第 1段中央石仏 (高 さ

約 1.lm)が のっていたとすると石仏天端の標高 は約 113,3mと な り,下層第一段石

積の高さは約2.8mに 復原できる(た だ し,石積上のテラスは平坦なものとする)。

A調査区で下層石積を発見 したことか ら,こ の石積の北延長部を B,C調査区で

も確認すべ く調査を進めた。その結果,B調査区では同様 の形状を もつ石積 を検

出できたが,C調査区では検出できず北端を確認することはで きなか った。石積

の高 さは不揃いで高いところで も約 1.3m残 すのみである。下層石積 は後述す る

理由か ら第 二期の遺構 と考え られ,そ の方位 は第 I期基壇上面石敷 と同様 ,ほ ぼ国

上方眼座標系の方位 に一致する。

基壇上面石敷 前回までの調査で基壇上面には 3時期の変遷がみ られ,上層石積

は第Ⅲ期の基壇上面舗装を伴 うことが確認されていたが,第 二期基壇上面石敷お

よび第 Ⅱ期基壇上面礫敷 (一部石敷を伴 う)は上層第 1段石積みの内側に入 り込

むためその幅は不明であった。 この第 I期石敷はB調査区で下層石積の階段状の

基底石に接続 し,そ の幅が約2.3mで ぁることを確認 した。 なお,こ の石敷 は B調

査区では内側が約2%の 勾配で低 くなっているが,C調査区で確認 した石敷は外側

へ傾斜 している。傾斜方向の違いは永年の不等沈下によるものか ,施工の差を示

す ものかは不明である。

礫敷 第 Ⅱ期の基壇上面舗装は第 I期 の石敷を約 10cm埋 めた上面 に径数 cmの 礫

を敷 く。 この礫 は上層第 1段石積の内側へ潜 り込むが,B調 査区で は第 1段 石積

前面か ら約 1.6m奥 で,A調査区では約lm奥 で消滅す る。 これは攪乱 あるいは削

平によるものである。一方,C調査区では トレンチ全面 にわた つて礫敷が確認 さ

れた。礫敷 は内側が高 くなっており,そ の延長は下層階段状基底石 2段 目上面付

近にあたる。
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3 遺  物

土師器 (皿 C)1点がB調査区上層石積に伴う版築層から出土 した。 また,丸瓦

73点平瓦368点が上層石積に伴う版築層から出土 した。なお,A調査区の下層石積

に伴う土層からは遺物は見つからなかった。

4 ま と め

今回の調査で塔本体の七段石積造営以前に造 られた下層石積があることを発見

し,下層石積の一部は仏亀と考えられる遺構をもつことがわかった。また,下層石

積は基壇上面で既に検出されている第 I期石敷を伴うことが明らかになった。と

ころが,下層石積全体の規模,構造は不明であり,神護景雲元年 (767年 )に 東大寺の

僧実忠が築造 したという「土塔」は上層遺構をさすのか,新 たに検出した下層の

遺構をさすものかは現段階では断定できない。今後の調査では下層石積の規模 ,

構造,築造時期等を明らかにするとともに,下層石積と第Ⅱ期基壇上面舗装の礫敷

のつなが りについて も調査する必要がある。 (内 田和伸 )

図46 A調査区 (下層石積,仏寵) 図47 B調査区 (下層石積,第 I期石敷)
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13 東大寺南大門の調査  第234-2次

1  はじbに

東大寺南大門阿形像解体修理とともに,再安置の際の基壇上面の整備のために

掘り下げを行 うこととなり,そ のための地下調査を 4月 2日 か らのべ 6日 間行 っ

た。今回の調査は咋形像側の地下調査の所見に基ず く整備が目的であるので,対

象を制限し,原位置を保っている台石は現状のままとどめ,掘 り下げも咋形側で確

認された鎌倉時代の面を目安として,10cm程度行うこととした。調査面積は約 13

m2で ぁる。

2 調  査

阿形像を支える台石は調査区の北側と南側つまり像の左右の足下に 2カ 所設置

されていた。それぞれ礎石を転用 した径70cm程 度の円形石 2個 と礫石により構

成されていた。いずれも遺存状況が良好であったので,そ のままにして周囲のみ

を掘り下げることとした。

今回掘り下げた部分には,上から 1層 。三和土,2層 。明褐色砂質土,3層・ 暗

黄褐色土,4層・褐色土という層序が認められた。三和土は台石の周辺 と調査区

西側ではよく遺存 していたが東側では痕跡が残るのみであった。 2層 は厚さ約 2

～ 4 cmで 調査区全体に見られた。層中に小礫,漆 喰片,瓦片を含む。 3層 は固 く

締められているが,調査区東側ではほとんど堆積 していなかった。

掘 り下げは調査区東側から開始 したため,2層 除去後す ぐに 4層 が露出した。

そこで全体を 4層上面まで掘り下げることとし,調査区西側でも 3層 までの除去

を開始 した。掘 り下げを進めていくと,そ れぞれの台石の周囲で 3層 が 4層 に落

ち込み,台石据え付け掘形と判断できた。そこで,掘形の外形を確認 して掘り下げ

を終了 し,そ の後南側の掘形に幅約30cm,深 さ約40cmの 試掘坑をあけて断割調査

を行った。

検出した遺構は以下のとおりである。 (図 48)

SX512 阿形像右足元の東西に並ぶ 2石の台石。 ともに礎石を転用 したもので ,
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上面に径70cmほ どの円形の作 り出しを持つ。西側の台石作 り出しは耳状の作 り

出しを持つ。それぞれの台石の中央には,本来あった突起を削り,平 らにした痕跡

がある。据え付けのための掘形は第 4層 を掘り込み,長約250cm,幅 約 180cm,の 不

整隅丸方形を呈する。断割の断面から見ると,掘形内に褐色砂を埋めた後,3層 の

暗黄褐色土を充填 しながら台石を固定 している。台石保持のため,掘形底部まで

掘り下げていないので根石は確認 していない。

SX513 阿形像左足下の東西に並ぶ 2石 の台石。 ともに礎石を転用 したもので ,

上面に径70cmほ どの円形の作り出しを持つ。それぞれの上面には突起を削 った

痕跡が見 られる。掘形は南側部分のみを確認 した。長約200cmで ある。一部掘形

内部の 3層 を除去 した結果では,掘形埋土はSX512と 同様と考えられる。

SX514 SX512北側に据えられた 3石の上面の平 らな自然石。上面の高さはSX512

と一致する。SX512の 掘形内に 3層 によって固定されている。

SX515 SX513南側に据えられた 2石の自然石。石の上面の高さはSX513と ほぼ一

致する。SX513の 掘形内に 3層 によって固定されている。

SX516 SX513西側の礫敷。長20～ 30cm程度の自然石を用いる。礫上面の高さはS

X513よ り3～ 5 cm程度低い。ここでは掘り下げを行っていないが,東側では石は

4層上面に 3層 により固定されていた。掘形内部でも同様であろう。

SS517～ 522 台石周囲の 6個 の足場穴。平面形はすべて径約40cm程度の円形であ

る。ただし,SX521の みは,抜 き取 りによるものか上端が南側に伸びる不整楕円形

を呈する。埋土は明褐色砂。昭和 5年の解体修理の際の足場穴と思われる。

SS523 調査区南側に位置する浅い皿状土坑。埋土は明褐色砂。やはり解体修理

の際のものと思われる。

また,調査区西南部で,4層上面に炭化物・焼土が広がっているのを確認 した。

ただし,堆積は非常に薄 く,炭化物・焼土ともに粒子状にまばらに分布 しており,

火災などによるものとは考えられない。また,こ の広がりは台石掘形に切 られ,台

石設置以前の堆積である。

遺物は,足場穴と 2層 中から近世の陶器片・ 瓦片,覚永通費などの貨幣,石片,鉄
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片,4層上面でかわらけの小片が出土 した。

3ま と め

今回の調査で阿形像基底部について,一定の知見を得ることができた。 まず ,

SX512・ 513の掘形は 4層から掘 り込まれ,3層 を敷き固めて台石を固定 し,同時に

SX514～ SX516を 固定 したことが確認できた。基底部の形成は昨形像側で も同一

である。また前回の調査では 4層以下が創建当時の基壇と推定された。今回はそ

れを裏付けることはできなかったが,4層上面の炭化物・焼上の広がりは,あ る時

期にそこが基壇上面であった可能性を示 している。また,今 回の調査で も火災の

痕跡を検出できず,南大門焼失の可能性はさらに弱まったといえる。 (臼杵 勲)
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14 法華寺旧境内の調査  第234-3,15次

1  は じめに

第234-3次調査は住宅建設予定地 の事

前調査,第 234-15次 調査 は市 の下水道工

事の事前調査である。双方 とも推定金堂

位置に近 く,遺構が関連す るため一括 し

て報告する。法華寺金堂については,第 8

2-6次 および第 98-21次 調査で ,前 身 の

掘立柱の抜取穴に凝灰岩の根巻 き石 を投  図49第2343,15次調査位置図 1:5000

棄 し,そ の上に礎石を置いたと思われる柱穴一個を含む,4間分の柱列を検 出 して

いる。また今回の調査区北にあたる講堂推定位置では,第 95-8次調査および昭和

62年度の奈良市による調査で1),3期 にわたる遺構,そ れぞれ法華寺造営以前 の 10

尺等間の掘立柱建物,14尺 柱間で根巻 き石をもつ掘立柱建物,凝灰岩の基壇 を もつ

法華寺講堂 と思われる建物を検出 している。また昨年,かつて福山敏男氏が復原・

研究 した「造金堂所解」が,法華寺阿弥陀浄土院の金堂ではな く,法華寺金堂その

ものの史料であるという研究が発表 されている2)。 以上を勘案 しなが ら今 回 の遺

構を検討する。

2 遺  構

第 234-3次調査

調査区は全体に後世の削平が著 しい。基本的な層序 は置土,近世の暗灰色褐土 ,

その下に黄茶褐色粘土などの薄い層を挟んで地山の黄灰色粘土にいたる。

検出 した主な遺構 は,掘立柱建物 SB02と ,そ れに切 られたより古い掘立柱遺構 SB0

3,そ して礎石建て建物SB04で ある。 SB02は ,後述する第234-15次調査で関連 す る

遺構を検出 し,両者を合わせると10尺等間で東西方向と南北方向に3間づつ を検 出

した。 この北方には先述の講堂関連の調査区があるが連続す る遺構 がないので ,

この建物 は北方にあと1間 しか延 びる余地 はない。 したが って梁行3～ 4間 の東西
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棟建物 と推定 される。SB03は ,第 234-3次調査区内では10尺柱間であるが,第 234-

15次 で西方 15尺 の位置に柱穴 1個 を検出 してお り,こ れ も連続す るか ,あ るいは無

関係に等間で延びるのかは不明である。SB04は ,後述する推定金堂建物 SB01の よ

うに堀立柱の前身遺構を持 ってお らず,礎石建で新造されているが,検 出範囲が少

な く現時点では性格不明である。

第234-15次 調査

調査区は道路に沿 って南北方向と,北西か ら南東にむか う斜 め方向の 2本 の ト

レンチか らなる。

南北 トレンチの北では,先述のごとく第234-3次調査の建物SB02,03と 一体の柱

穴を検出 した。またSB03の 南には,柱筋を揃えた小規模 な堀立柱柱穴があ り,ま

た第98-21次で検出 しているSB06の 西への延長において も,等 間ではないが柱穴

を検出 した。南端の2本 の トレンチの交点部分 は,鎌倉時代の遺物を含む大 きな土

坑SK10が 占める。

斜めの トレンチの南では,明 白な根石をもつ礎石柱穴を2ケ 所検出 し,1ケ 所では

約 1.8mの 方形掘形を埋め戻 し,そ の上に根石が据え られていることを確認 した。

これはす ぐ北の第82-6次調査で検出 した柱穴 と性格が類似 してお り,そ の南北間

距離 も約30尺 と適当であるため,こ のSB01を金堂身舎 と推定 した。東西方向の柱

間は14～ 15尺 である。 この場合問題 となる庇柱については後述する。

その南では5尺間の堀立柱SS08と 6尺間の掘立柱SS09を 検出 した。柱間が小 さい

ので柵列かと思われるが,建物の一部である可能性 もある。周辺ではより古 い小

柱穴5個 を検出 している。両者 ともに,SB01の 礎石掘形底 よ りも高 い位置 まで掘

形が確認 されたので,SB01の基壇が地山削 りだ しで造成 されたので残 ったと思わ

れる。西北でも大規模な掘立柱掘形の一部を検出 し,第 98-21次 の ものと合わせ

SB07に なると思われる。

3 遺  物

第234-3次では,近世の土坑SK05か ら多量の瓦,凝灰岩,緑釉の苺,土器類が出土

した。軒丸瓦は6138A,軒平瓦は6667A・ C,6713A,6714Aを 含む。また凝灰岩 は
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近辺のものが投棄 されたのであろうか ら,こ の辺 りに凝灰岩基壇が存在 したと思

われる。土器などは少な く特記すべきもの もない。

第234-15次 では,SB01の 礎石根石中か ら,奈良時代 の新種の軒平瓦が出土 した

(図 50参照 )。 他 には奈良時代の平瓦1個 と,SK10か ら鎌倉時代 の瓦が数点出上 し

た。土器類 は点数 も少な く特記すべきことはない。

4ま と め

今回の調査で最 も注 目すべき成果 は,金堂のものとみ られる礎石根石を 2ケ 所

で検出 したことである。 しか しなが ら問題 は庇柱が検出されていないことである。

身舎柱か ら庇柱までの出は,11尺か ら14尺 までの可能性があるが3),第 98-21次 調

査でその範囲に礎石掘形を検出 していない。 したがって可能性 としては,SB011ま ,

前身建物の位置・ 規模をそのまま踏襲 したものではな く,庇柱位置で は礎石を新

たに据え,そ の掘形が浅かったために削平 された場合が考 え得 る。庇柱の位置で

の遺構面の海抜高度 は65.6～ 66.Om,身 舎の礎石掘形 の底 は65.5～ 7mで ぁ り,可能

性はあろう。 しか しなが らこれまで伽藍中軸 とされていた Y=-17,686付近が ,

SB01の 西端になることや,第 174-22次調査で検出 した東西方向の雨落溝が回廊 の

ものとすれば,SB01の 北庇に接続 し,こ れまで知 られる伽藍配置 とは異なること

など,不審な点 も多 く,今後の調査で庇柱および妻柱の検出を待たなくては結論が

出ない。SB02,03は ,法華寺が礎石建で整備 される以前の建物であろう。法華寺の

前身建物か,そ れ以前のものかは不明である。

1)奈良市教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書。昭和62年度』昭和63年。

2)福山敏男「奈良時代に於ける法華寺の造営」(『日本建築史の研究』桑名文星堂)昭和18年。黒

田洋子「正倉院文書の一研究―天平宝字年間の表裏関係から見た伝来の契機―」(『お茶の水史

学』第36号)1992.11。

3)福山が推定したのは,桁行11,14,16,17,16,14,11尺 ,梁行11,14,14,11尺 である。これ以外に,庇

天丼板の長さ14尺,幅 1尺,枚数262枚から,庇柱間を14尺とすれば庇総面積14× 262=14× (30×

2+14× 4+身舎桁行総長×2)よ り桁行総長が73尺となり,こ れより桁行柱間は14,14,15,15,15,

14,14尺 となる。
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